
コロナ禍における
医療ICTを活用した

国際支援と社会経済活動支援

株式会社アルム

25

医機連みらい戦略会議シンポジウム



2

簡単に自己紹介

坂野哲平 43歳
三重県鈴鹿市生まれ・育ち

中学・高校はアメリカ オハイオ州

2001年3月早稲田大学理工学部卒業

2001年4月に起業⇒コンテンツ配信事業

2014年にコンテンツ配信事業を売却

2014年に医療ICTビジネスに参入
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簡単に自己紹介

動画配信事業売却後、医療市場参入 6年半

医療機器・医療機器プログラムベンチャー3社

医療法人経営。

東北大学 特任教授

日本医療ベンチャー協会 理事

東京医科歯科大学 非常勤講師

慈恵医大 研究員
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急性期循環器疾患

人類死亡原因一位
16M Lives/Year

ターゲット領域



医師対医師の遠隔診療プラットフォーム



通知 ビデオコール 医療データビューワーテキストチャット

医療ＩＣＴの診療活用
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日本初の医療機器プログラム
日本初の保険適応

Registrations 
Japan 227AOBZX00007000
USA （FDA） Reg. no. D245938
EU （CE) Certified
Brazil （ANVISA） 80102512022
Under Approval process for China, Thailand.

医師対医師の遠隔診療プラットフォーム
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地域医療情報連携での活用
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４８／８２大学
２２の公的地域医療
情報連携に採用

日本政府プロジェクト
（緑：総務省）

2３か国に展開 800施設に導入

JICA

AMED

MEJ＋

JETRO

ドバイ政府

スウェーデン政府

サウジ
アラビア政府

医療ＩＣＴ海外展開

米州開発銀行

フィンランド政府

エネルギー庁
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地域医療情報連携での活用

越境遠隔診療 越境オンライン教育
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脳神経 循環器 臓器移植

感染症腫瘍外傷

医師対医師の遠隔診療プラットフォーム
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Peru

Chile

Mexico

Colombia

Thailand

Rwanda

Russia

Vietnam

Malaysia

進行中プロジェクト

今年度開始（上半期のみ）
プロジェクト

2020年度2月採択

JICA2017年度
総務省 脳卒中

2018年度
総務省 脳卒中

2019年度
総務省 脳卒中

2019年度
総務省 脳卒中

2019年度
総務省 脳卒中

米州開発銀行5月採択

COVID-19
Brazil

2020年度10月採択
総務省

2020年度7月採択
総務省
脳卒中・臓器移植Brazil

2018年度
総務省 脳・心卒中

2020年度8月採択
経産省 MEJ

Malaysia

国際支援・オンライン教育・事業化の
医療ICT SDGsモデル

Saudi 

Arabia

エネルギー庁9月採択

Malaysia
2020年度10月採択

JETRO
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STEP①:専門医・医療ICT教育

Specialist education
Program at Japanese 
University Hospitals

Endoscopic Surgery

Cardiovascular SurgeryLaparoscopic  Surgery

Telemedicine Operation

産官学連携国際展開

国際支援・オンライン教育・事業化の
医療ICT SDGsモデル
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STEP②:遠隔診療センター国際連携

Japanese University 
Hospitals

24/7 Online Real-Time
Support by Japanese

Specialists Overseas Medical 
Collaboration

University
hospitals Collaborating 

Hospitals

Regional Medical 
Cooperation(DtoD)

Collaborating 
Hospitals

Collaborating 
Hospitals

産官学連携国際展開

国際支援・オンライン教育・事業化の
医療ICT SDGsモデル
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STEP③:オンライン教育・臨床サポート

産官学連携国際展開

国際支援・オンライン教育・事業化の
医療ICT SDGsモデル
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海外医師トレーニング

海外医師

日本の専門医

日本の
専門医

STEP③:オンライン教育・臨床サポート

医療機器メーカー

国際支援・オンライン教育・事業化の
医療ICT SDGsモデル
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遠隔診療と医療AIによる診療支援

世界の医療者のスマホに
専門医療を安価に届ける

世界最先端の医療AI

各国の遠隔診療センター

病変箇所の特定
が・・・〇〇先生はお
休みか、AIに聞いてみ

よう

頭蓋内出血と考えら
れるのはこの部位

読影医の〇〇です。
この画像所見は・・
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COVID-19 and other respiratory diseases

医療AIによる診療支援
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Stroke(Neuro)

医療AIによる診療支援
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Dementia

医療AIによる診療支援
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COVID-19 from X-ray

医療AIによる診療支援
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脳卒中におけるJoinを活用した
遠隔診療の有用性

ブラジル公的保険制度の
臨床研究によるJoin活用

発展途上国における医療ICT活用
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医師（D）対患者（P）with専門医（D）遠隔診療

難病診療連携拠点病院
てんかん診療拠点機関

（慈恵医大・札幌医大等と
取り組み合意）

かかりつけ医専門医
町の病院・
診療所

Joinで専門医診断依頼
医療情報（問診・検査データ等）共有

医療機器・医薬品営業

Joinで診断結果・治療（推薦処方）を
ビデオ通話機能で指示

電子カルテ連携

適切なニーズを
把握しての訪問/オンライン営業

日本発の新しい遠隔診療モデル

医薬品マーケティング連携



24

各地域の非専門医の医師や救急病院医師へチェックリストを配付し、KOL医師へ
いつでも”チャット“で相談/共有できる環境を提供し、治験患者登録を推進する。

オンライン治験患者登録

医薬品開発連携
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医療・ITのゲームチェンジャー
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医療・介護連携ICT
地域の介護者モニタリング

2300施設に導入

地域包括ケアICT
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要介護者へのケア・看護・医療の
業務報告・情報共有・相談

地域包括ケアICT
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要介護者へのケア・看護・医療の
業務報告・情報共有・相談

地域包括ケアICT



自宅・施設療養管理に活用

感染対策センター・保健所の感染対策基幹システム
神奈川県→沖縄県・宮城県・東京都に拡大。
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自宅・施設療養の行政と医療の連携
体温のほか、療養者の定時登録内容から「SpO2」および健康観察の内容を

保健所・医療者・介護者等がモニタリング
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緊急コールやトリアージや応急処置といったコンテンツを搭載
過去の健康診断結果や医療画像やレポート等も自身で管理

健康管理PHR
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自身の健康管理にも対応、血圧測定器などと連携も可能

体温・症状入力画面 体温一覧

体温/症状

症状をタップしてください。

なし

倦怠感 味覚異常

咳 下痢

頭痛 息苦しさ

PHR with コロナ
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医療ICT・感染症対策を組み合わせた社会活動のエコシステムモデル
令和2年度 東京都次世代ウェルネスソリューションの構築事業

PCR予約フォーム
（クーポンコード入力）

PCR提供価格値引きクーポンコード発行
ホテルチェックイン時・レストラン支払い時
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日本式AI地域包括ケアを新型コロナ
自宅・施設療養管理に活用

（AMED ウイルス等感染症対策技術開発事業）

PCR・
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医療ICTによる感染症対策を活用したイベント興行モデル

（AMED ウイルス等感染症対策技術開発事業）

イベント当日まで イベント当日 イベント後

問診・バイタル・事前検査による
疑い者スクリーニング*と受診勧奨

疑い者向け３日前から当日の
PCR検査による水際対策

保険一時金による
濃厚接触者割り出し

PCR・抗原自宅検
査キット（マニュ
アル、清浄綿、同
意書含む）を来場
者ご自宅にお届け

PCR・抗原検査
結果登録

抗原検査当日会場
全
国P

C
R

検
査
場

3日前～前日



4月18日実証予定 4月25日実証予定実証完了

今後のイベント入場規制の
適正な緩和に向けて

実証計画
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コロナ禍の
社会経済活動再開に向けて
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感染症対策ソリューション MyPASS
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https://www.facebook.com/teppei.sakano.73

友達になってください。

坂野哲平


